
 
 

暑い毎日を、暑い第一検修庫・第二検修庫で日々交番検査・仕業検査・修

繕・ＡＴＣ・構内操縦を担当し働いている組合員・社員の皆さん大変お疲れ

様です。 

 話によると、交検車両所でパソコンへの入力時に使うアリスＩＣカードが

紛失したと騒ぎになったようです。ただ紛失で捜索したらよかったのですが、

そのことを、管理者を含む一部の人たちが紛失したことを隠蔽し公にしなか

ったことが、騒ぎの原因だったのです。その管理者は「これだけは忘れない」 

の「工具等の紛失があった場合は速やかに担当助役・検修当直に連絡をする

こと」の意味が分からないのか他の社員にも知らせず探し回ったそうです。 

 本来なら「他山の石」で他の車両所に事実を明らかにするのですが、その

ことも隠蔽していたのです。 

 今年７月から車両所が交番検査車両所・仕業検査車両所・修繕車両所にな

り、働く社員が怪我をしたり体調不良を訴えたり、挙句の果ては毎日の労働

で疲れ出勤遅延を起こしたりする事象が数多く発生しています。 

なぜ、このような社員の事象が続くのでしょうか？会社の連絡体制が以前

より悪くなったことは働いている私達が現場で実感しています。私達は会社

に悪いところは悪いと声を大にして言っていかないと、明日は自分に振りか

かって来ると思います。 

  
 

 ８月１５日 臨修庫で若い社員が作業中負傷しました。さいわい「手のひ

ら」を４針縫う負傷で済みましたが、一歩間違えると大事故が予想される事

故でした。 

会社はこのことで科長たちが夜職場に来ましたが、まずは作業員の安全の

ために作業工具の改善や第二検修庫の老朽化を改善し働きやすい職場にする

ことが先決ではないでしょうか？ 

 私達、ＪＲ東海労新幹線地本は安全作業の確保の為、作業工具の改善や作

業環境の改善を求め会社に「申し入れ」を引き続き行っていきます。 
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